
定 例 記 者 懇 談 会 次 第 
 
令和８年４月３日(金) 午後１時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階 庁議室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 三役・幹部職員紹介 

 

 

３ 市長説明 

◇ 富士山静岡空港について ……… 資料なし 

◇ 物価高騰対策 生活応援事業について ……… 資料なし 

◇ 市内茶況について ……… 資料なし 

◇ 市内荒茶工場等の激励訪問について ……… 資料１ 

◇ 白河市との「観光・文化交流に関する協定書」の締結について ……… 資料２ 

◇ 不妊治療費助成金の拡充について ……… 資料３ 

◇ 市内の春季イベント（４月）について ……… 資料４ 

 

４ 質疑応答 

 

 

５ 報道提供 

◇ 勝間田城趾 550 年記念「キラ☆キラ御城印」販売・現地見学会 

について 
……… 資料５ 

◇ 文芸まきのはら第 20 号発刊について ……… 資料６ 

 

６ 懇  談 

 

 

７ 事務連絡 

・令和８年度 牧之原市定例記者懇談会日程表 ※再掲 

 

８ 閉  会 

 

 

<次回の記者懇談会> 令和８年４月 24 日（金）午後１時 15分～ 



富士山静岡空港

道の駅そらっと牧之原

定額タクシー

【問い合わせ先】 牧之原市役所 地域振興課 ℡：0548-23-0053（平日 8：15～17：00）
※タクシーの予約はタクシー会社（裏面連絡先）へお願いします。

空港または道の駅⇔市内が

なんと ３００円～ 利用可能！

通常タクシーよりもお得に移動

新規就航ベトナムハノイ線、韓国釜山線で、静岡から海外へ
プサン

▼ハノイ ハロン港 ▼釜山 甘川文化村



Airport Roadside Station

Makinohara City

▼ 定額タクシー詳細 ▼

ご自宅やお店など、牧

之原市内のどこからで

も富士山静岡空港また

は道の駅そらっと牧之

原に定額料金で行くこ

とができます。

また、空港・道の駅間

の移動も可能です。

定額タクシーは
誰でも利用可能！

▼ ご利用料金 ▼
ご利用になる地域によって料金が異なります。
表示は片道の料金です。

空港

道の駅

坂部地域￥300
※往復600円

￥600
※往復1,200円

￥1,000
※往復2,000円

￥1,500
※往復3,000円

￥300
※往復600円

▼ ご利用方法など ▼

定額タクシーをご利用になる際は、以下のタクシー会社にご連絡ください。

▸東海タクシー（0548-22-0288）

※予約が混みあっていたり、ご指定いただいた時間に配車が間に合わない場合は、ご予約をお
断りすることがあります。

※各社の営業時間内にご予約をお願いします。

〖牧之原市在住の方へお願い〗
市内⇔空港・道の駅を利用する場合は、より多くの方が定額タクシーを利用できるよう、前日
までのご予約をお願いします。

▸御前崎タクシー（0548-63-2655）

🚘榛原地域で乗降する場合 ➡ 東海タクシー
🚘相良地域で乗降する場合 ➡ 御前崎タクシー
🚘空港・道の駅発の場合 ➡ 東海タクシー

足を運びやすい
定額運賃！

▼ ご利用料金 ▼ ▼ 乗降場所 ▼

榛原地域

相良地域

地頭方地域

【富士山静岡空港】

【道の駅そらっと牧之原】

空港ターミナルビル

駐車場１

TAXI
TAXI

貸切バス
乗降場

身障者用
乗降場

一般車両
乗降場

乗合タクシー
乗降場

一般タクシー
乗降場

一般タクシー
乗降場

予約タクシー
乗降場

乗り場はこちら

農産物直売 トイレ・休憩

飲食

ゆずりあい
駐車場

タクシー
乗り場

乗り場はこちら

TAXI

TAXI

FDA ４ ３ ２ 1

※相良牧之原区を含む







定例記者懇談会 資料№１  

令和８年４月３日 

産業経済部 お茶特産課 

0548-53-2621 

 

 

市内荒茶工場等の激励訪問について 
 

 

１ 概  要   

牧之原市内の荒茶工場への激励訪問と、茶商店舗への新茶の活発な取引の激励

を実施する。 

 大変厳しい茶業界ではあるが、生産者、茶商店舗などの現状を把握し、課題や

問題点を直接聞き取ることで、今後の茶業振興に活かしていく。また、「牧之原

市のお茶安心安全取組宣言」に基づき、良質で安全・安心なお茶の生産と、農作

業事故防止の徹底を呼びかける。 

 

２ 体  制  

全荒茶製茶工場99工場、市内茶商23事業所を４班体制で訪問する。 

  □ 杉本市長 

□ 大石副市長 

□ 山本産業経済部長 

□ 立石 JAハイナン常務  ※現在割振り中 

 

３ 訪問及び取材依頼  

JA ハイナン茶業センター 茶ぐりん牧之原 （住所：牧之原市布引原884） 

（日程について、詳細決まり次第ご連絡します） 

     

※参考 

   本施設は、牧之原地域の茶葉を集荷・加工する拠点であり、全国茶品評会に

出品する茶の製造（揉製）を行う施設として、高品質茶の生産と地域茶業の

振興に寄与している。 

 

４ 担  当 

 牧之原市茶業振興協議会事務局（産業経済部 お茶特産課） 

 電話 0548-53-2621 

 



白河市との「観光・文化交流に関する協定」の締結について 

 

 牧之原市と福島県白河市は、大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」（2025

年・ＮＨＫ）の放送を契機に、それぞれの地を治めた名君である遠州相良藩主・

田沼意次侯と奥州白河藩主・松平定信公が政敵であった過去の恩讐を超えて未

来志向の関係を誓い、これまで相互のイベントへの参加や災害時における応援・

復興支援など、官民一体となった交流を進めている。 

 このたび、両市における交流の一層の深化・発展を目的に、『観光・文化交流

に関する協定』を締結することとなり、「白河小峰城さくらまつり」において、

締結式を執り行う。 

 

１ 「観光・文化交流に関する協定」締結式 

（１）日 時  令和８年４月 12 日（日）午後１時～午後１時 15 分 

        ※「白河小峰城さくらまつり」ステージプログラム内 

（２）会 場  小峰城城山公園（福島県白河市郭内１） 

（３）出席者  牧之原市長  杉本基久雄 

        白 河 市 長  鈴木和夫 

（４）内 容  牧之原市・白河市「観光・文化交流に関する協定」の締結 

        ・白河市長あいさつ 

        ・牧之原市長あいさつ 

（５）その他  ・文化交流の先駆けとして、牧之原市の郷土芸能を代表する 

「はいばら太鼓保存会」が「白河小峰城さくらまつり」に出演 

し、演奏を披露する。 

        ・市行政及び産業団体の代表者も表敬訪問し、白河市の関係者 

と交流を深める予定である。 

        ・牧之原市民の一部有志団体が「白河小峰城さくらまつり」を 

訪ねるバス旅行を実施予定である。 

 

２ これまでの両市の交流等について 

 令和７年２月  鈴木白河市長が牧之原市を表敬訪問。大河ドラマゆかりの 

地として、今後の交流に向けた意思確認を行った。 

〃 ５月  杉本牧之原市長が白河市を表敬訪問。鈴木白河市長との対 

談で未来志向の関係を誓った。 

   〃 ９月  台風 15 号に伴う竜巻災害で被害を受けた牧之原市に対し、 

         白河市が被害認定調査の応援職員２名を派遣するなど、災 

害支援を行った。 

   〃 11 月  大河ドラマ「べらぼう」ゆかりの自治体として、白河市が「ま 

きのはら産業フェア」に初出店した。 

 令和８年１月  両市の友好・交流を記念し、相良城（牧之原市）と小峰城（白 

河市）を題材とした御城印セットの販売を開始した。 

定例記者懇談会 資料№２ 
令和８年４月３日 
産業経済部 観光課 

0548-53-2623 
教育文化部 社会教育課 

0548-53-2626 



定例記者懇談会 資料№３ 

令和８年４月３日 

健康推進部 健康推進課 

0548-23-0024 

 

不妊治療費助成金の拡充について 

 

 

１ 概要 

   プレコンセプションケア（男女の妊娠出産に向けた健康づくりの推進）

と、子どもを望む夫婦の経済的な負担を軽減することで、妊娠出産のハー

ドルを下げ、早くから妊娠出産へ取り組めるよう、不妊治療費の助成を拡

充する。 

 

２ 助成対象経費 

(1)保険適用の不妊治療に要した費用の自己負担分 

※保険適用の回数制限を超える診療分及び医師の判断で中止された場合

も含む。 

①一般不妊治療（タイミング法による治療、人工授精による治療） 

②生殖補助医療（体外受精による治療、顕微授精による治療、男性不妊

の手術） 

(2)先進医療（保険適用外の先進的医療技術として認められたもので、保険

診療と組み合わせて実施できるもの）に要した費用の自己負担分 

       ※静岡県不妊治療費（先進医療）補助金（10 分の 7、上限５万円）の対

象となります。 

 

３ 改正内容 

現  行 改正後 

【助成額】 

・助成対象経費から高額療養費等公費負

担額を控除した額の２分の１ 

・１年度あたり 30 万円を上限とする。 

（回数制限はなし） 

【助成額】 

・助成対象経費から高額療養費等公費

負担額を控除した額の全額（10 分の

10） 

・１年度あたり 100 万円を上限とする 

（回数制限はなし） 

治療終了日が、令和８年３月 31 日まで 治療終了日が、令和８年４月１日以降 

 

４ 今後の対応 

（1）市民への周知    令和８年３月（市ホームページ、チラシ等） 

                   ５月（広報まきのはら） 

（2）医療機関への周知  令和８年３月末に通知 



不妊治療費助成

６００万円

治療成功率
（令和６年４月から令和８年3月26日まで）

73.5%
母子手帳交付数/不妊治療費申請者数

先進医療成功率
（令和６年４月から令和８年３月26日まで）

79.2%
母子手帳交付数/先進医療申請者数

令和８年度から拡充
・補助率：1/2→全額10/10に引き上げ
・上限額：30万円→100万円

令和７年4月から令和8年2月末まで
に出生した137人のうち
19人（13.9％）が

不妊治療助成を申請済

実績及び成果

令和８年度当初予算

・10/10助成 菊川市 伊豆市 磐田市（保険適用のみ）
・7/10助成 伊豆の国市 伊東市 下田市（保険適用のみ）
・2/3助成 富士市
・1/2助成 富士宮市 裾野市 焼津市（保険外のみ）
・その他 袋井市（保険外生殖のみ・上限10万円/回×６回）掛川市（保険外生殖のみ上限10万円年2回）

他市町助成状況（令和７年度）

牧之原市では、不妊治療費が保険適応となった令和４年から 保険適用（一般・生殖補助）・保険適用外（回数制限
等）・先進医療の全てにおいての対象経費を助成

担当課：健康推進課



 

 

１ 勝間田川沿いの桜見頃 

 勝間田川の両岸では、約 600本ものソメイヨシノが花のトンネルを作り出します。 

開花期間中は、夜間ライトアップも行われます。（４月３日現在：七部咲き） 

※天候により、見頃が変わる可能性があります。 

※ライトアップ 令和８年３月 23日（月）～４月上旬（午後６時～午後９時） 

 

２ 相良油田の里公園 原油汲み上げと桜まつり 

 太平洋岸唯一の産油地である相良油田の跡地の近くに整備された相良油田の里公園はソメ

イヨシノなどの桜が植えられ３月下旬から４月上旬にお花見が楽しめます。今年は桜の開花

に合わせ、２年に一度の「原油汲み上げと桜まつり」が開催されます。 

（１）日時 令和８年４月５日（日）午前９時～午後１時 ※入場無料、雨天中止 

（２）会場 相良油田の里公園（牧之原市菅ヶ谷 2525-1） 

（３）内容  

・資料館リニューアル完成セレモニー、バンド演奏、プチマルシェ、 

つきたて餅配布 など 

 

３ 東光寺長藤まつり 

磐田市「行興寺」の「熊野（ゆや）の長藤」の一枝を東光寺が譲り受け、育てられた長藤

です。市の天然記念物に指定されている長藤は、20ｍ四方の藤棚から薄紫色の花が１メート

ル以上も咲き誇ります。100年以上かけ、今では根回りが４メートルある立派な長藤となって

います。 

（１）日時 令和８年４月 15日（水）～ ４月 25日(土)  

午前 11時 30分～午後６時（飲食物の販売）※ライトアップは午後７時まで  

（２）会場 東光寺敷地内（牧之原市静波 2589-1）※入場無料 

（３）内容 夜間ライトアップを行います。（夕暮れ～午後７時、雨天中止） 

東光寺名物おでんや長藤もちなど飲食の販売もあります。 

（４）主催 東光寺長藤保存会 （電話：0548-22-6580・期間中） 

 

４ ウエステルダム号寄港 

御前崎港にて外国籍船が寄港します。御前崎港西ふ頭で歓迎イベントを開催するほか、牧

之原市・御前崎市の観光地を巡るバスが走ります。 

（１）日 時 令和８年４月 13日（月）  

       入港：午前７時 出港：午後４時 

（２）会 場 御前崎港西ふ頭２号岸壁 

（３）歓迎イベント 

① シャトルバス行先 

グリンピア牧之原、なぶら市場、御前埼灯台 

② マルシェ（出店、キッチンカー等） 

    30店舗が出店予定 

（４）その他 

天候によっては、寄港が取りやめとなる場合があります。 

 

※次ページあり 

 

定例記者懇談会 資料№４ 

令和８年４月３日 

産業経済部 観光課 

0548-53-2623 

建設部 公園公共建築課 

0548-53-2629 
 

牧之原市内の春季イベント（４月）について 
 



５ 第 48回 さがら草競馬大会 

国内唯一の砂浜を周回する競馬レース。県内外から 40頭以上の馬が出場し、砂を巻き上げ

て疾走する馬を間近で見ることができます。会場ではマルシェが出店するほか、ポニーやサ

ラブレッド、人間草競馬などがあり、家族でお楽しみいただけます。 

今回は、「令和７年牧之原市台風 15 号に伴う竜巻等災害」からの復興を願い、北海道から

日本一大きく力強い「ばん場」を迎えて、復興の力にします。 

（１）日 時 令和８年４月 26日（日）午前 10時～午後４時 ※小雨決行 

※荒天延期 ４月 29日（水・祝） 

（２）場 所 さがらサンビーチ（牧之原市相良 256-40地先） 

（３）料 金 入場・観戦無料 

（４）イベントスケジュール（予定） 

・９:30 開会式 

   ・10:00 予選レース出走開始予定（サラブレット、中間馬種、ポニー等） 

・11:30 ばん馬デモ走行 

人間草競馬（参加資格：小学生以下、先着 50名） 

宝探しイベント（参加資格：小学生以下） 

   ・15:15 決勝最終レース出走開始予定 

（５）その他 

   ・マルシェ 

   ・ポニー、サラブレッド、ばん馬ふれあい体験 

    (台風 15号により被災された子供たちとばん馬のふれあい体験も予定されています) 

   ・シャトルバス運行（会場 ⇔ 地頭方海浜公園） 

     ・榛南青年会議所による砂の造形体験 

（６）問い合わせ先：さがら草競馬大会実行委員会（まきのはら活性化センター内） 

電話：0548-22-5600 

   ※当日の出馬数やレース展開、天候の状況により、スケジュールの変更があります。  

 









定例記者懇談会 資料№５ 

令和８年４月３日 

牧之原御城印製作委員会(加藤)：090-5639-0600 

牧之原市社会教育課 (松下) :0548-53-0120 

 

勝間田城趾 550年記念「キラ☆キラ御城印」販売・現地見学会について 

 

１．事業趣旨 
今年廃城 550 年を迎えた勝間田城趾(静岡県指定史跡文化財)は、地域・学校の名称にもな

っている郷土の武将(勝間田氏)によって 15世紀中頃に築かれた山城です。 

牧之原御城印製作委員会では、勝間田城趾の保存・観光ＰＲ・地域活性化を目的として、

御城印販売等を実施しています。販売収益金は、勝間田城パンフレット作成・歴史講演会等

の啓発活動や整備事業に活用しています。 

今回、550年記念事業第 1弾として、下記及び別紙のとおり開催します。 

   

２．開催日時 

令和８年４月５日(日)午前９時～午後３時 【詳細時間は別紙リーフレットのとおり】 

 

３．会場  勝間田城趾・勝間田城趾第１駐車場(牧之原市勝田 2174-3） 

 

４．主催  牧之原御城印製作委員会 

 

５．申込み等  参加無料（申込不要 現地集合） 

 

６．内容  (1)550年記念特別版御城印販売 

(2)山城案内と森林ウォーキング 

（3)御城印収集家交流 

（4)地場産品販売  

 

７．550年記念特別版「キラ☆キラ御城印」概要 

(1)デザイン：文明 8(1476)年４月勝間田城は、今川義元の祖父義忠によって討ち滅ぼされま

したが、多くの皆様のご支援により今日まで戦国時代以前の様相を遺し保存活用されて

います。勝間田城が郷土の象徴として更なる輝きを放つことを願って、漆黒紙に勝間田

城の題字・勝間田氏の家紋と伝わる「向い鶴
む か い づ る

（溝越
み ぞ ご

し鶴）」を金・銀ホログラム箔押しで

記載しています。 

(2)販売日時：令和８年４月５日(日)午前９時～午後３時 

(3)販売価格：1枚 300円 

(4)販売場所：・４月５日のみ：勝間田城趾第１駐車場 

(牧之原市勝田 2174-3） 

・４月６日(月)から下記にて販売 

扇松堂菓子店(牧之原市勝間 239) 

        (営業時間午前８時 30 分～午後７時 水曜休み)          

TEL0548-28-0036 

牧之原市史料館(牧之原市相良 275-2) 

(開館時間午前９時～午後４時 月曜日・祝日 

の翌日・年末年始休み) TEL0548-53-2625 

 

８．今後の予定  勝間田城趾 550年大祭  

令和８年 11月７日(土)・８日(日) 

案内人（静岡古城研究会 望月氏・小城氏） 







 

「文芸まきのはら」第２０号記念号発売中！ 
 

令和８年３月末に、「文芸まきのはら」           

第 20 号記念号を発刊しました。今号では 101 名の 

投稿者様による 381 点の作品が掲載されています。 

文芸まきのはらと私、小説、随筆、郷土研究、読書感想文、短歌 

俳句、川柳など、とても充実した文芸作品になっています。 

また、小中高校生の作品も掲載しています。 

ぜひみなさんに 20 周年記念号の文芸誌を楽しんで 

いただけたらと思います。榛原文化センター、市史料館、布施書店、 

ファミリーマート相良海岸店で販売中！ 

1 冊 500 円 

 

文芸まきのはら第 2１号投稿者募集 
あなたも書いてみませんか？牧之原市内に在住、在勤、在学（高校生以上）および市出身者の方

であれば、どなたでも投稿できます。みなさまのご投稿をお待ちしております。 

＊基本的には、投稿者全員の作品を掲載いたします。投稿者には（基本）一冊贈呈いたします。 

 

締め切り：令和８年９月 30 日（水） ※期限厳守 

 

提出先： 牧之原市史料館、社会教育課（相良庁舎３階）、榛原文化センター 

 

応募上の注意 

①  応募作品は、「文芸まきのはら原稿用紙」縦書き（400 字詰・タテ 20 字×ヨコ 20 行）を使用

すること。（原稿用紙は、社会教育課、市史料館、榛原文化センターにあります。）パソコン原稿

での提出も可。市のホームページに原稿用紙添付あり。（原稿用紙、俳句、川柳、短歌） 

② 難解な文字や地名などにはふりがなをつける。楷書でわかりやすく書くこと。 

③ 応募作品の採否、編集等については、編集委員に一任するものとする。 

④ 応募作品は一切返却しない。（各自でコピーをとること） 

⑤ 募集要項上の規定に反する作品、及び全文にわたり判読しにくい作品は失格とすることがある。                 

 

                       

問い合わせ：教育委員会社会教育課  

                                （牧之原市史料館内） 文化協会事務局   

鈴木 

 電話：0548-53-2625 

定例記者懇談会 資料№６   

令和８年４月３日 

教育文化部  

社会教育課 

0548-53-2625 

PR キャラクター

意次くん 
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